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い
色
彩
な
ど
に
影
響
を
受
け
、「
秋

ノ
景
色
」
や
「
海
辺
の
早
春
」
な
ど

の
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
明
治
29

（
１
８
９
６
）年
、東
京
美
術
学
校（
今

の
東
京
学
芸
大
学
）
の
助
教
授
と
な

り
、
絵
画
グ
ル
ー
プ
「
白
馬
会
」
の

設
立
に
加
わ
り
、
有
名
な
「
渡
頭
の

夕
暮
」
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
33
（
１
９
０
０
）
年
３
月
、

文
部
省
留
学
生
と
し
て
パ
リ
に
赴

き
、
コ
ラ
ロ
ッ
シ
研
究
所
に
入
り
、

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
基
礎
研

究
も
重
ね
ま
し
た
。
こ
の
年
は
パ
リ

万
博
が
開
か
れ
て
お
り
、
日
本
人
留

学
生
の
親
睦
会
で
は
英
作
は
会
を
主

宰
し
「
村
長
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、浅
井
忠
と
一
緒
に
グ
レ
ー

へ
写
生
旅
行
を
行
い
、『
愚
劣
日
記
』

と
し
て
「
外
面
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、

（
文
化
財
保
護
審
議
員
・
瀬
角
龍
平
）

パ
リ
か
ら

雑
誌
『
ホ

ト
ト
ギ
ス
』

に
投
稿
し

た
り
し
ま

し
た
。
こ

の
頃
の
作

品「
思
郷
」、

「
こ
だ
ま
」
は
留
学
期
を
代
表
す
る

も
の
で
す
。

　

明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
に
帰
国

し
、
東
京
美
術
学
校
教
授
に
就
任

し
、
こ
の
間
、「
お
う
な
」「
赤
い
燐

寸
」「
渋
沢
子
爵
像
」
な
ど
の
作
品

を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
43

（
１
９
１
０
）
年
に
は
教
え
子
の
岡

本
一
平
と
か
の
子
（
作
家
、
歌
人
）

の
媒ば
い
し
ゃ
く
に
ん

酌
人
を
務
め
て
い
ま
す
。
そ
の

子
供
が
「
芸
術
は
バ
ク
ハ
ツ
だ
」
で

有
名
な
岡
本
太
郎
で
す
。
昭
和
７

（
１
９
３
２
）
年
、
東
京
美
術
学
校

校
長
と
な
り
、昭
和
18
（
１
９
４
３
）

年
69
歳
の
時
に
は
、
の
ち
に
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
湯
川
秀
樹

氏
ら
と
共
に
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

戦
後
は
静
岡
県
清
水
市
に
居
を
移

し
、
バ
ラ
と
富
士
を
描
く
こ
と
を
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、「
バ
ラ
富
士
太

郎
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

34
（
１
９
５
９
）
年
１
月
３
日
に
85

歳
で
死
去
し
ま
し
た
。

　

英
作
は
美
術
教
育
界
に
身
を
置
き

つ
つ
、
約
70
年
に
わ
た
る
画
業
は
風

景
画
、
風
俗
画
、
肖
像
画
、
神
話
画

と
多
様
で
、「
東
京
駅
壁
画
」「
赤
坂

離
宮
壁
画
」
な
ど
の
作
品
も
残
し
て

い
ま
す
。
垂
水
市
内
に
は
「
富
士
」

の
作
品
が
残
さ
れ
て
お
り
、
垂
水
市

市
民
館
の
敷
地
内
に
あ
る
画
室
は
昭

和
37
（
１
９
６
２
）
年
、
清
水
市
三

保
か
ら
移
築
し
た
も
の
で
、
英
作
が

生
前
使
用
し
た
絵
筆
や
か
ば
ん
、
椅

子
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

和
田
英
作
は
垂
水
が
誇
る
日
本
の

近
代
洋
画
壇
の
開
拓
者
の
一
人
で
す
。

和
田
英
作
は
、
明
治
７

（
１
８
７
４
）
年
12
月
23
日
、

垂
水
村
田
神
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
５

歳
の
頃
、
両
親
と
東
京
の
麻
布
に
移

り
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年
、
明

治
学
院
に
入
学
し
て
洋
画
を
学
び
、

画
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し

た
。

　

英
作
は
岡
田
三
郎
助
ら
と
曽
山
幸

彦
に
洋
画
を
学
び
、
そ
の
後
は
フ

ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
黒
田
清
輝
ら

の
新
設
し
た
天
真
道
場
で
学
び
ま
し

た
。
外
光
表
現
に
よ
る
描
写
、
明
る

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第６回

洋
画
家 

和わ

だ田 

英え

い

さ

く作

『

』

弟・和田香苗が描いた英作の肖像画

垂水市内にある『富士』の絵

『ホトトギス』に投稿した英作の挿絵

道の駅たるみずはまびら ☎0994-45-5727

コロナに

負けるな！
コロナに

負けるな！たるたるぱあく開駅たるたるぱあく開駅たるたるぱあく開駅

２周年記念感謝祭２周年記念感謝祭

★景品盛りだくさんのお楽しみ抽選会

★たるたるマルシェ

★旬の野菜・果物の特価セール

★垂水市特産ぶり・かんぱち丼フェア

★花の苗・姫甘えびプレゼント

★たるたるpetiteギャラリー

　等々のお楽しみイベントを開催予定

詳しくは
チラシ、HPをご覧ください。

詳しくは
チラシ、HPをご覧ください。

マスクを
着けてね

株式会社
こうきゅう　　               しょくひん

垂水市中俣99-2
光久食品

電話：0994-32-2778
携帯：090-3010-2778

お問い合わせ先

従業員従業員従業員男性男性男性 募
集
募
集
募
集

（JF垂水工場内水洗い作業）

＊社会保険  ・ 厚生年金あり、 有給休暇 ・ 特別休暇有り  保険料掛けて手取り 200,000円以上
＊昼勤含め８時間以上勤務の方

（就業時間は応談可）
（夜間手当、歩合給有り）

（勤務時間／6.25時間）
■職　　種 …
■募集人員 …
■時　　間 …

■時　　給 …

夜間清掃要員
３～４名程度
16：30～22：45
1,050円以上

パ  ー   ト  他

■職　　種 …
■募集人員 …
■年　　齢 …
■時　　間 …
■時　　給 …
■基 本 給 …
※社会保険 ・ 厚生年金 ・ 有給休暇 ・ 特別休暇有り

ライン作業
若干名
不問
８：15～17：15
1,000円～1,200円
176,000円～211,200円

◎ジャパンファーム垂水工場構内場内に於いて、鶏の
　屠体をラインにかける作業です。

ジャパンファーム送迎バス利用可正 社  員

（屠体懸垂）

急募!!急募!!

※学生さん、土日、長期休暇期間（夏休み、冬休み等）
　アルバイトなど…ご相談ください。
★詳しくは、 面談にて…お気軽にご連絡下さい。

TEL 0994-32-5050TEL 0994-32-5050

Ａコープたるみず店
（担当：店長まで）

垂水市錦江町1-199

（午前８時から ： 4～５時間）（午前８時から ： 4～５時間）
精肉部門精肉部門 パート・アルバイトパート・アルバイト

（午前８時から ： 4～５時間）（午前８時から ： 4～５時間）
日配部門日配部門 パート・アルバイトパート・アルバイト

（午前８時から ： 実労 7h）（午前８時から ： 実労 7h）

募　集　内　容

12月初旬～31日まで
＊実労時間はご相談に応じます。

冬季短期アルバイト冬季短期アルバイト
学生さん
大歓迎！

２２日（日）

２３日（祝日）

２２日（日）

２３日（祝日）

開催！開催！

11月11月

喪中はがき印
刷

喪中はがきはお早めに
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ぶ
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2021年 丑年2021年 丑年

宛名書きも承ります

年賀状年賀状年賀状年賀状
印刷印刷

■

■

喪中・年賀状印刷見本を準備致しております。
郵便官製ハガキあります。少枚数も承ります。

垂水中央印刷
垂水市栄町53 FAX：32-0107TEL：32-0315

☎0994 - 32 - 03150994 - 32 - 0315

休日もお電話頂ければ受付致します。

◎こもんそ券もご利用出来ます

■営業時間 ： 平　日 （月～金） 　／AM 8:30～PM 6:00
　　　　　 11月・12月の土曜／AM 9:00～PM 1:00

～コロナ禍の今 ハガキでのご挨拶はいかがですか～

有限
会社

182020（令和 2）年 11 月 - 広報たるみず19


